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十
一
世
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環
境
の
世
紀
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わ
れ
、
大
量
消
費
社
会
か

　
二
十
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
い
わ
れ
、
大
量
消
費
社
会
か

ら
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ら
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
全
国
で
ご
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の
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量
や
分
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収
集
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組

　
全
国
で
ご
み
の
減
量
や
分
別
収
集
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
ま
せ
ん
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わ

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
が
施
行
さ
れ
、
今
、
お
金
を
払
わ

な
け
れ
ば
ご
み
が
処
理
で
き
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
け
れ
ば
ご
み
が
処
理
で
き
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。�
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環
境
を
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継
ぐ
た
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資
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会

　
豊
か
な
環
境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
資
源
循
環
型
社
会

の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
二
十
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
い
わ
れ
、
大
量
消
費
社
会
か

ら
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
全
国
で
ご
み
の
減
量
や
分
別
収
集
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
が
施
行
さ
れ
、
今
、
お
金
を
払
わ

な
け
れ
ば
ご
み
が
処
理
で
き
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
豊
か
な
環
境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
資
源
循
環
型
社
会

の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。�
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戦
後
の
日
本
は
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
に
よ
り
産
業
が
飛
躍

的
に
発
展
し
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
も
豊
か
に
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
反
面
、
公
害
に
よ
り
大

気
や
土
壌
が
汚
染
さ
れ
る
な
ど
、

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。�

　
一
般
家
庭
か
ら
も
大
量
の
ご

み
が
排
出
さ
れ
、
全
国
各
地
で

山
や
海
な
ど
、
ご
み
の
処
分
場

に
困
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
、
容
器
包
装

廃
棄
物
を
資
源
と
し
て
よ
み
が

え
ら
せ
る
た
め
に
「
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
法
」
が
十
二
年
四
月

に
制
定
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
や
食
品
リ

サ
イ
ク
ル
法
、
建
設
資
材
リ
サ

イ
ク
ル
法
な
ど
が
続
い
て
制
定

さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
市
で
も
、
昨
年
十
一
月
に

「
洲
本
市
の
環
境
を
考
え
る
懇

話
会
」
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を

参
考
に
し
て
、�

▽
指
定
ご
み
袋
を
有
料
と
す
る

代
わ
り
に
、
資
源
ご
み
と
し
て

分
別
し
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
回
収
拠
点
）
ま
で
持
ち
込
め

ば
無
料
と
な
る
処
理
サ
イ
ク
ル

の
構
築�

▽
市
民
（
排
出
者
）
、
地
域
（
町

内
会
な
ど
）
、
市
の
三
者
が
協

働
す
る
体
制
の
整
備�

な
ど
を
定
め
た
「
ご
み
減
量
化

実
施
計
画
」
を
策
定
、
平
成
十

八
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
を
目

指
し
て
い
ま
す
。�

　
本
市
の
ご
み
処
理
量
は
、
平

成
元
年
度
の
一
万
六
千
八
百
五

十
七
　
を
ピ
ー
ク
に
、
資
源
ご

み
集
団
回
収
の
奨
励
や
生
ご
み

減
量
化
補
助
金
の
施
策
な
ど
に

よ
り
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

て
き
ま
し
た
。
指
定
ご
み
袋
制

度
が
導
入
さ
れ
た
六
年
度
で
は
、

一
万
五
千
五
百
九
十
四
　
と
元

年
度
に
比
べ
て
約
十
　
減
少
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
九
年
度
以

降
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
に

伴
う
簡
易
焼
却
炉
で
の
焼
却
の

自
粛
や
野
焼
き
の
全
面
禁
止
な

ど
に
よ
り
、
十
五
年
度
で
は
、

一
万
八
千
六
百
八
十
　
と
六
年

度
と
比
べ
約
二
〇
　
も
増
加
し

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
国
で
は
十
二
年
度
で

年
間
五
千
二
百
三
十
六
万
　
も

の
ご
み
が
家
庭
か
ら
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
空
き
缶

や
空
き
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
が
容
積
比
で
約
六
〇
　
も

の
割
合
を
占
め
る
な
ど
、
全
国

的
に
見
て
も
、
家
庭
で
の
ご
み

の
減
量
化
や
分
別
は
、
ま
だ
ま

だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

◆
分
別
は
五
区
分
十
七
種
類�

　
ご
み
と
し
て
処
理
す
る
も
の

の
ほ
か
、
新
聞
や
雑
誌
、
び
ん

類
、
缶
類
な
ど
を
十
七
種
類
に

分
類
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
出

し
方
な
ど
四
〜
五
　
参
照
）
。�

�

◆
指
定
ご
み
袋
は
有
料
に�

　
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご

み
の
処
理
は
有
料
と
し
、
指
定

ご
み
袋
に
よ
り
徴
収
す
る
予
定

で
す
（
金
額
は
本
年
度
中
に
決

定
）
。�

�

◆
本
格
実
施
は
、
十
八
年
四
月

　
か
ら�

　
本
年
度
か
ら
、
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
十

八
年
四
月
の
本
格
実
施
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
指
定
ご
み
袋
は
、
来
年
七
月

か
ら
十
八
年
三
月
ま
で
の
九
か

月
分
を
無
料
配
布
し
ま
す
。
た

だ
し
、
新
制
度
の
移
行
期
間
と

し
て
十
八
年
九
月
末
ま
で
は
、

新
旧
、
両
方
の
指
定
袋
で
収
集

し
ま
す
。�

�

◆
大
掃
除
は
廃
止
し
毎
月
一
回

　
の
大
型
ご
み
の
回
収
を�

　
来
年
四
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
春
と
秋
の
年
二
回
行
っ
て
き

た
、
大
掃
除
に
よ
る
回
収
は
廃

止
し
、
毎
月
一
回
、
大
型
ご
み

の
ほ
か
、
有
害
危
険
ご
み
、
新

聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど

を
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
別

収
集
す
る
予
定
で
す
（
無
料
）
。�

�

◆
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
回
収

　
拠
点
）
と
は
・
・
・�

　
地
域
の
人
が
、
空
き
缶
や
び

ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
物

や
大
型
ご
み
、
有
害
危
険
物
な

ど
を
持
ち
込
む
場
所
で
す
。
一

町
内
に
一
か
所
以
上
の
設
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
た
資
源
物

の
売
却
益
は
、
地
域
へ
還
元
し

ま
す
。�

　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
町

内
会
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
て
、

本
年
度
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。�

�

◆
三
者
の
役
割
は�

▽
市
民
・
・
・
環
境
に
や
さ
し

い
５
Ｒ
活
動
（
六
〜
七
　
参
照
）

に
よ
り
ご
み
の
発
生
を
少
な
く

し
、
分
別
区
分
に
従
い
資
源
物

と
し
て
排
出
し
、
ご
み
の
減
量

化
に
協
力
す
る
。�

▽
地
域
・
・
・
町
内
会
を
窓
口

に
、
地
域
の
諸
団
体
が
協
力
し

て
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
回

収
拠
点
）
を
設
置
し
て
管
理
運

営
と
排
出
指
導
を
行
う
。�

▽
市
・
・
・
円
滑
な
収
集
体
制

の
整
備
と
資
源
物
の
中
間
処
理

の
ほ
か
、
資
源
循
環
型
社
会
の

形
成
に
努
め
る
。�

�

ト�　
ン�

ト�　
ン�

ト�　
ン�

ト�　
ン�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

これまでの春・秋の大掃除は毎月１回の大型ごみの回収に�

拾っても拾ってもごみはなくなりません�

ペ
ー�

  

ジ�

ペ
ー�

  

ジ�
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１ 燃えるごみ�
　生ごみや紙くずなどの、燃

　やせるごみ�

２ 燃えないごみ�
　ガラス、陶器、金属などの、

　燃やせないごみ�

３ 有害危険物�
　スプレー缶、乾電池、蛍光灯、

　カセットボンベ、ライター

　など�

４ 大型可燃ごみ�
　布団や木製家具、ふすまなど、

　燃えるごみで指定袋に入ら

　ないもの�

５ 大型不燃ごみ�
　自転車、扇風機、掃除機など、

　燃えないごみで指定袋に入

　らないもの�

６ 新聞紙�
　新聞紙のみ、チラシなどは、

　雑誌類へ�

７ 段ボール紙�
　段ボールのみ�

�

８ 雑誌�
　雑誌、書籍、チラシ広告、

　ボール紙など�

９ 紙パック�
　牛乳や飲料水の紙容器�

�

１０    古着類�
　衣類やカーテンなど�

�

１１ アルミ缶�
　ジュースやビールなどのア

　ルミ缶�

�

�

�
有料の指定ごみ袋で出していただきます。�

�

スプレー缶などは穴を開けてください�

�

�

�

�
通行の妨げなどにならないように、地域

のエコステーションに出してください。�

�

�

ひもなどで、十字に縛って出してください。�

�

�

�

�

�

�

�

�

開いて、ひもなどで十字に縛って出して

ください。�

�

ひもなどで十字に縛って出してください。�

�

軽く水洗いをして、出してください。�

現在の�

集積箱�

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
回
収
拠
点
）�

分　別　区　分� 出し方� 出す場所�

（本格実施は平成１８年度からの予定）�
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�

１２  スチール缶�

　ジュースやコーヒーなどのス

　チール缶�

１３  無色のびん�

　飲料水や酒類の入っていたび

　んで無色のもの�

１４  茶色のびん�

　飲料水や酒類の入っていたび

　んで茶色のもの�

１５ そのほかのびん�

　飲料水や酒類の入っていたび

　んで無色と茶色以外のもの�

１６  ペットボトル�

�

�

１７   プラスチックトレー�

　食品の入っていたもの�

�
軽く水洗いをして、出してください。�

�

�
キャップやラベルなどをはずして、軽

く水洗いをして出してください。�

�

�

�

�

�

�

�

水洗いをして、袋にいれて出してくだ

さい。�

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
回
収
拠
点
）�

分　別　区　分� 出し方� 出す場所�

不
法
投
棄
は
見
逃
し
ま
せ
ん

不
法
投
棄
は
見
逃
し
ま
せ
ん�

不
法
投
棄
は
見
逃
し
ま
せ
ん�

　
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
公
園
や
道
路
な
ど
、
捨
て
て
は
い
け
な
い
場
所
、

冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど
、
捨
て
て
は
い
け
な
い
も
の
が
、
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
年
の
春
の
大
掃
除
中
に
も
建
築
廃
材
な
ど
が
不
法
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
金
屋
、
中
川
原
地
区
な
ど
で
不
法
投
棄
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
　�

　
不
法
投
棄
の
現
場
を
目
撃
さ
れ
ま
し
た
ら
、
直
ち
に
洲
本
警
察
署
（
　
２
２
・
０
１

１
０
）
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
犬
や
猫
な
ど
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
の
欠
如
に
よ
る
「
ふ
ん
」
の
放
置
が
目
立

ち
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。�

　３～１７    については無料で収集します。�▽
�

ご
み
を
決
め
ら
れ
た
方
法
以
外
で
捨
て
る
と
『
不
法
投
棄
』
と
な
り
、
法
律
に
よ
り�

『
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
若
し
く
は
両
方
の
刑
』�

　
に
処
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

海岸に捨てられた冷蔵庫�

大掃除に出された建築廃材・宇原�
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実
践
し
よ
う

実
践
し
よ
う
�

環
境
に
や
さ
し
い
５
Ｒ
の
す
す
め

環
境
に
や
さ
し
い
５
Ｒ
の
す
す
め
�

実
践
し
よ
う

実
践
し
よ
う
�

環
境
に
や
さ
し
い
５
Ｒ
の
す
す
め

環
境
に
や
さ
し
い
５
Ｒ
の
す
す
め
�

実
践
し
よ
う
�

環
境
に
や
さ
し
い
５
Ｒ
の
す
す
め
�

　詰め替え商品や量り売り、ばら売りの商
品を選んで、ごみが出ないようにしましょう。�
　買い物をする時は、必要な物を必要なだ
け購入しよう。�
　また、できるだけ生ごみを出さないよう
に調理法を工夫して、減量を行おう。�

家
庭
で
・
・
職
場
で
・
・
ご
み
減
量
作
戦

家
庭
で
・
・
職
場
で
・
・
ご
み
減
量
作
戦�
家
庭
で
・
・
職
場
で
・
・
ご
み
減
量
作
戦

家
庭
で
・
・
職
場
で
・
・
ご
み
減
量
作
戦�
家
庭
で
・
・
職
場
で
・
・
ご
み
減
量
作
戦

家
庭
で
・
・
職
場
で
・
・
ご
み
減
量
作
戦�
家
庭
で
・
・
職
場
で
・
・
ご
み
減
量
作
戦�

　
ご
み
有
料
化
は
、
全
国
的
に
み
て
も
実
施
の
自
治
体
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
的
は
、
分
別
収
集
の
促
進
と
、
負
担
の

公
平
化
と
い
う
観
点
が
あ
り
ま
す
。
資
源
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
分
別
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
む
人
と
、
そ
う
で
な
い
人

と
の
区
別
化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
環
境
問
題
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
非
常
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
企
業
で
行
わ

れ
て
い
る
、
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
�

資源物はリサイクルへ�資源物はリサイクルへ�資源物はリサイクルへ�
　ごみを発生させずに生活することは、不可能です。でも、ごみを減らす工夫はできます。

来田将鷹君（小学校四年生）一家の取り組みを紹介します。�

　各家庭から出された燃えるごみは緑町にある「やまなみ苑」で焼却され、灰は大阪湾広域

臨海環境整備センター（フェニックス）で埋め立て処理されます。�

　燃えるごみがどのように処理されるか、来田さん一家に見学してもらいました。�

◆新聞や雑誌類は、キチンとま

とめて学校の廃品回収に出します。�

◆固められた灰の見本。集じん灰は、
固められ神戸沖の処分地で埋め立てら
れます。燃やしたごみの約９　が灰に
なります。�

◆分別されずに解けたアルミニウム。機械の故
障の原因となりますので、しっかりと分別お願
いします。�

◆買い物時はマイバッグ

を持参、レジ袋はもらわ

ないようにしています。�
◆びんやペットボトル

の資源ごみは、地区の

拠点回収へ。�

　レジ袋を受け取らなくてもいいように、
買い物にマイバッグを持参しよう。�
　いらない包装やお店がサービスでくれる
割りばしやスプーンなど不要なものは断ろう。�
�

パー�
セント�



７�

　フリーマーケットなどを活用
して、使わなくなったものを誰
かに使ってもらおう。�
　容器に入ったものを買うときは、
リターナブル容器のものを優先
して買おう。�

　牛乳パックなどの店頭回収や
市の分別収集に協力しよう。�
　資源ごみとして出す容器は、
リサイクルしやすいように、簡
単に水洗いをしよう。�

　電化製品や家具、おもちゃ
などが壊れても修理や部品交
換をして長く使おう。�

　ごみの発生をゼロにして、資源循環型の社会を目指す「ゼロエミッシ
ョン」活動が、地域や企業で広がっています。�
　市内にある三洋電機モバイルエナジーカンパニー洲本事業所でも「ご
みの排出ゼロ」を目標に、さまざまな取り組みが行われています。�

◆通勤距離が片道５　　以内の社員約

６０人が、電動自転車でのエコ通勤を

実施しています。通勤に使用した電動

自転車は、太陽電池で発電する「ソー

ラー駐輪場」で充電されるようになっ

ています。�

◆社員食堂から出る残飯を、同社開発の生ごみ処理機で有機肥料にし、毎月

一回、希望者に配布しています。洲本工場には約１８００人の社員が勤務し

ており、１か月で約１．３　の肥料が作られています。�

◆ごみの排出ゼロを目指して、

徹底した分別が行われています。�

（同社では、こうした取り組み

が評価され、平成１４年度兵庫

県環境にやさしい事業者賞を受

賞しています）�

◆バグフィルター（燃焼ガス処理装置）。燃焼
後に発生する排ガス中のチリや灰は、この中に
ある特殊加工した“ろ布”で取り除かれ、徹底
的に浄化されます。�

◆ごみクレーン。持ち込まれたごみは、大きな
クレーンで決められた量づつ、燃焼炉に運ばれ
ます。１日に約６２　のごみが処理されます。�

や ま な み 苑 を 紹 介 し ま す �や ま な み 苑 を 紹 介 し ま す �や ま な み 苑 を 紹 介 し ま す �

「地球にやさしい」企業を目指して�「地球にやさしい」企業を目指して�「地球にやさしい」企業を目指して�

ト�
　ン�

ト�
　ン�

キ�
　ロ�

メー�
トル�



８�

南
海
地
震

南
海
地
震
に
備
え
て
「
防
災
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」�

南
海
地
震

南
海
地
震
に
備
え
て
「
防
災
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」�

南
海
地
震
に
備
え
て
「
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」
７�
　
九
月
定
例
市
議
会
が
、
九
月

二
十
八
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
�

　
初
日
の
九
月
二
十
八
日
に
は
、

就
任
後
初
議
会
と
な
っ
た
柳
実

郎
市
長
が
、
「
自
然
や
、
人
的

な
資
産
な
ど
を
有
効
活
用
し
て
、

元
気
な
洲
本
を
築
い
て
い
き
た

い
」
と
所
信
表
明
を
し
ま
し
た
。
�

�

柳
市
長
が
所
信
表
明

柳
市
長
が
所
信
表
明�

新
し
新
し
い
助
役
助
役
・
収
入
役

収
入
役
・
教
育
長

教
育
長�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
が
決
ま
り

が
決
ま
り
ま
し
た

ま
し
た�

柳
市
長
が
所
信
表
明

柳
市
長
が
所
信
表
明�

新
し
新
し
い
助
役
助
役
・
収
入
役

収
入
役
・
教
育
長

教
育
長�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
が
決
ま
り

が
決
ま
り
ま
し
た

ま
し
た�

柳
市
長
が
所
信
表
明�

新
し
い
助
役
・
収
入
役
・
教
育
長�

　
　
　
　
　
が
決
ま
り
ま
し
た�

　
そ
の
後
、
新
し
い
助
役
に
濱

田
知
昭
氏
（
五
十
六
歳
）
、
収

入
役
に
立
花
充
博
氏
（
五
十
八

歳
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
九
月
二
十
八
日
か
ら
四

年
間
。
�

　
濱
田
助
役
は
、
昭
和
四
十
五

年
に
市
役
所
に
入
り
、
総
務
課

副
課
長
、
総
務
課
参
事
、
市
民

生
活
部
長
な
ど
を
歴
任
、
立
花

収
入
役
は
、
昭
和
四
十
一
年
に

市
役
所
に
入
り
、
建
設
課
長
、

ふ
る
さ
と
整
備
課
長
な
ど
を
経

て
、
産
業
振
興
部
長
を
歴
任
し

て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
教
育
長
に
は
三
倉
二

九
満
氏
（
五
十
七
歳
）
が
就
任

し
ま
し
た
（
三
倉
教
育
長
は
、

市
議
会
で
教
育
委
員
任
命
に
同

意
さ
れ
、
十
月
一
日
に
行
わ
れ

た
教
育
委
員
会
で
教
育
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
）
。
任
期
は
、

十
月
三
日
か
ら
四
年
間
。
�

　
三
倉
教
育
長
は
、
市
立
中
川

原
中
学
校
、
洲
浜
中
学
校
の
校

長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
年
は
、
日
本
列
島
に
上
陸

し
た
台
風
の
数
が
新
記
録
と
な

る
な
ど
、
ま
さ
に
台
風
の
あ
た

り
年
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
こ
う
し
た
中
、
防
災
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
を
し
て
く
れ
る

の
が
消
防
団
。
市
内
で
も
六
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
台
風
六
、

十
五
、
十
六
、
十
八
、
二
十
一

号
と
五
個
の
台
風
の
影
響
で
、

床
上
や
床
下
浸
水
の
住
家
被
害

の
ほ
か
、
農
業
、
道
路
関
係
な

ど
に
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
間
、
各
地
域
の
消

防
団
員
は
延
べ
約
千
二
百
人
が

出
動
、
災
害
発
生
状
況
の
調
査

や
、
土
砂
降
り
の
中
で
の
土
の

う
積
み
や
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排

水
作
業
な
ど
、
被
害
の
軽
減
に

活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
平
常
時
に
も
島
祭
り

で
の
警
戒
、
年
末
警
戒
な
ど
の

ほ
か
、
有
事
に
備
え
て
の
訓
練

や
消
防
器
具
の
点
検
な
ど
に
努

め
て
い
ま
す
。
�

　
市
の
消
防
団
員
数
は
、
六
百

五
十
六
人
、
装
備
は
、
ポ
ン
プ

自
動
車
二
十
八
台
、
小
型
ポ
ン

プ
二
十
七
台
を
備
え
て
い
ま
す
�

（
十
月
一
日
現
在
）
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
消
防
防
災
係
（
　
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
２
５
）
へ
。
�

濱田知昭助役�立花充博収入役�三倉二九満教育長�

県消防操法大会（小型ポンプの部）で淡路勢で初めて三位に入賞�

平常時には地域内の幼稚園児とも交流を図ります�

災害時には、排水作業や土のう積みに活躍します�



　洲本公演への出演者（合唱４０人、ソリスト１０人）を

募集します。経験の有無は問いません。歌うことが大好き

な人のご参加をお待ちしています。（応募条件については、

島内に在住、在勤、在学の4歳以上の人・２０回程度の練

習と公演に参加できる人・楽譜代などを含む参加料金１万

円が必要など）�

◆募集締切　１１月１０日（水）�

　詳しくは、市役所企画部企画課まで（　２２・３３２１

内線２２９）�

所在地・電話番号�
�

山手二丁目１－７　２２・１２１２�
宇山一丁目１－３７　２４・１０３７�
物部一丁目１－４９　２２・２１８３�
下内膳４７７－１　２２・９２４４�
大野３１８　　２２・３５４０�

　
淡
路
県
民
局
で
は
、
適
正
な

土
地
利
用
の
誘
導
と
淡
路
ら
し

い
風
景
や
緑
の
保
全
と
創
造
の

た
め
に
「
緑
豊
か
な
地
域
環
境

の
形
成
に
関
す
る
条
例
（
緑
条

例
）
」
に
基
づ
く
環
境
形
成
区

域
な
ど
の
見
直
し
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
見
直

し
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
�

◆
概
要
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
か
ら
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。
　

　
�

�◆
区
域
区
分
図
の
閲
覧
場
所
　

　
淡
路
県
民
局
県
土
整
備
部
ま

　
ち
づ
く
り
課
（
洲
本
総
合
庁

　
舎
二
階
）
、
市
役
所
都
市
整

　
備
部
都
市
計
画
課
�

◆
意
見
の
提
出
期
間
　
十
月
十

　
八
日
（月）
〜
十
一
月
八
日
（月）
�

◆
提
出
先
　
淡
路
県
民
局
ま
ち

　
づ
く
り
課
　
〒
６
５
６
―
０

　
０
２
１
塩
屋
二
―
四
―
五
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・
４
５
１
３
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
�

�　
提
出
様
式
は
自
由
で
す
が
、

　
ご
意
見
と
併
せ
て
、
ご
住
所

　
と
ご
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

　
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
県
民
局
県

土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
課
（
　

２
６
・
３
２
１
３
）
へ
。
�

����　
松
枯
れ
の
多
く
は
、
松
く
い

虫
（
マ
ツ
材
線
虫
病
）
に
よ
る

病
虫
害
で
す
。
松
く
い
虫
被
害

か
ら
貴
重
な
松
林
を
守
り
、
緑

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
「
松
く
い
虫
防
除
強

調
月
間
」
を
十
一
月
と
定
め
て

い
ま
す
。
�

　
六
〜
八
月
に
松
く
い
虫
の
加

害
を
受
け
た
松
が
九
月
ご
ろ
か

ら
枯
れ
出
し
て
い
ま
す
。
放
置

し
ま
す
と
周
辺
の
松
に
伝
染
し

ま
す
。
ま
た
、
倒
れ
て
き
て
大

変
危
険
で
す
の
で
、
松
林
を
お

持
ち
の
人
は
伐
倒
し
、
薬
剤
散

布
や
焼
却
、
破
砕
チ
ッ
プ
な
ど

徹
底
し
た
被
害
木
の
駆
除
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
�

▼
松
く
い
虫
被
害
や
造
林
に
か

か
る
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し

く
は
、
市
役
所
産
業
振
興
部
ふ

る
さ
と
整
備
課
（
　
２
２
・
３

３
２
１
内
線
２
４
５
）
か
、
淡

路
県
民
局
洲
本
農
林
（
水
産
）

振
興
事
務
所
（
　
２
２
・
３
５

４
１
）
へ
。
�

※５歳児の募集人数については、９月現在の在園児を除いた
　数です。入退園により多少変動します。�
　３歳児について　洲本幼稚園で２０人募集します。�
　詳しくは、各幼稚園か市教育委員会学校教育課（　２２・
３３２１内線３７６）へ。�
�

９�

（受付時間　午前９時～午後５時）�
　洲本市在住で、来年４月から市立幼稚園に入園を希望す
る幼児を募集します。�
　なお、洲本幼稚園において３歳児単独保育を実施します。�
◆年　齢�
　５歳児  �
　平成１１年４月２日から１２年４月１日までの出生児�
　４歳児  �
　平成１２年４月２日から１３年４月１日までの出生児�
　３歳児  �
　平成１３年４月２日から１４年４月１日までの出生児�
◆手続き（願書は各園で用意しています）�
　入園を希望する幼稚園で入園願書を受け取り、必要事項
　を記入してその幼稚園に提出してください。�
　園児１人に対し、複数の幼稚園に願書を提出することは
　できません。　�
　希望者が募集人員を超えた場合は抽選とします。�
◆抽選日　１１月２５日（木）午後３時～（予定）�
◆入園料　６，０００円�
◆保育料　６，０００円（月額）�
※入園料・保育料はいずれも１６年度現在の金額です。　
　変更もあります。�

幼稚園名�
�

洲本�
第一�
第三�
加茂�
大野�

定員�
�

６５�
６５�
６５�
６５�
１３０�

�
５歳児�
１０�
２１�
３�
１３�
３２�

�
４歳児�
３０�
３０�
３０�
３０�
６０�

募集人数�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▼
�

▼
�

淡
路
県
民
局
か
ら
の
お
知
ら
せ�

緑
条
例
の
区
域
な
ど
を�

見
直
し
ま
す
！�

１１
月
は
、�

「
松
く
い
虫
防
除
強
調
月
間
」�

http://w
eb.pref.hyogo.jp/�
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ミュージカル「アナテフカ物語」（洲本公演）�
　　　　　　　　　　　　　　への出演者募集�
ミュージカル「アナテフカ物語」（洲本公演）�
　　　　　　　　　　　　　　への出演者募集�

　来年３月に洲本市、神戸市、西宮市の３会場で住民参加

によるミュージカル「アナテフカ物語」が開催されます。�

【洲本公演】�
　◆と　き　平成１７年３月２０日（日）、午後２時開演�

　◆ところ　洲本市民会館�

　◆主　催　ミュージカル「アナテフカ物語」兵庫公演実

　　　　　　行委員会（構成：東京オペラ協会・兵庫県・

　　　　　　神戸市・西宮市・洲本市ほか）�

　住民参加：東京オペラ協会の団員と住民の皆さんが一緒

　　　　　　になって練習を積み上げ、公演を行います。�

出演者の募集�







　小学校１年　左海　　敦大（第二）・　田　　あや（由良）�

　小学校２年　浅川　　裕子（第三）・　田　　みえ（由良）�

　小学校３年　太田　　雅己（第二）・奥田　　恵美（第三）�

　小学校４年　山崎　　翔子（第三）・　藤　　　愛（大野）�

　小学校５年　薩摩　　　準（第三）・中田　　美羽（第三）�

　小学校６年　下村　　奈保（加茂）・生子　　勝章（安乎）�

　中学校１年　吉見　　歩美（青雲）・福井　智恵美（青雲）�

　中学校２年　上谷　　優奈（青雲）・片桐　　稔啓（洲浜）�

　中学校３年　内藤　真太郎（洲浜）・安倍　　由貴（青雲）�

（カッコ内は学校名・敬称略）�
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写真�ニュース�

いつまでも　お元気で　９月は高齢者保健福祉月間�

三熊山で萩が開花�

　洲本市敬老会が、「敬老の日」の２０日、市民会館と由良小学校で行われました。敬老
会には、７５歳以上のお年寄りが招待され、９０歳以上の代表者に市長から記念品が贈ら
れました。�
　また、洲本市老人クラブ連合会の会員の皆さん約２００人が参加し、三熊山で清掃奉仕
を行いました。この活動は、９月の高齢者福祉月間に併せて毎年行われているものです。�

　三熊山の萩が、開花しています。
今年は、大雨や台風の影響で塩分を
含んだ風雨により葉が枯れたり、花
が少ない木が多く見られますが、美
しく開花しているものもあり、行く
人の目を楽しませています。�

　赤い羽根共同募金運動が、１０月１日
から１２月３１日まで全国いっせいに始
まりました。市内では、１０月１日商店
街やスーパーマーケット周辺で啓発活動
が行われました。集まった募金は、地元
で幅広く活用されます。�

　下水道週間中の９月５日に、下水道施
設の見学会が行われました。洲本環境セ
ンター「すいせん苑」に訪れた人たちは、
説明ビデオを見た後、汚水がどのように
浄化されていくかを見学しました。また、
リベラル物部店とジャスコ新洲本店前で
は、ポット苗とパンフレットなどを配り
街頭啓発を行いました。�

　９月２１日から３０日は、「秋の全国交通安全運動」
期間でした。この運動期間中、ジャスコ新洲本店内
で交通安全ポスターの優秀作品が展示されました。�
平成１６年度交通安全ポスター特選者は次の皆さん
です。�

１２�

赤い羽根共同募金�
地域の福祉、みんなで参加�９月１０日は「下水道の日」�

「思いやり」でつくる洲本の　交通安全�



１３�

すばやい処置が　命を救う�打越さんが　国体で３位入賞�

　救急医療週間中の９月５日、淡路広
域消防ビルで普通救命講習会が行われ、
洲本市消防団員約３０人が受講し、心
肺蘇生法などに真剣に取り組みました。�

　埼玉県で開催された第５９回国民体育
大会「まごころ国体」で、柳学園高校２
年の打越雅美さんが、 少年女子A２００
　個人メドレーで３位に、２００　平泳
ぎで８位に入賞し、９月２１日市役所に
報告に訪れました。�

　千福寺名誉住職の山階宏泰さんが
９月２日淡路県民局で、県青少年本
部から特別功労者感謝状を贈られま
した。山階さんは７年にわたり淡路
青年本部長として青少年の育成に尽
力されました。�

山階さんに青少年本部から感謝状�

年に一度　月下美人咲く�

秋の味覚満載　洲本市農業祭�

　上物部の小川昶さん宅で、月下美人
の花が咲きました。月下美人は、サボ
テン科の植物で夜８時ごろから咲き始
め、２、３時間でしぼんでしまいます。
小川さん宅では９月２７日に開花し、
近所の人も見に訪れました。�

　洲本市教育委員会では、子ど
もたちにより一層、おいしく、
そして安全で信頼できる学校給
食を提供するために８月２７日、
市内の学校給食の調理に従事し
ている栄養士・調理師を対象に
洲本中央公民館で「学校給食調
理従事者研修会」を実施しました。�
　研修会では、講師として神戸
精養軒のオーナーシェフ井上康
司さんの「スローフードについ
て」の講演と洲本の地元食材で

ある玉葱を使った「やさいのカレー」と「淡路玉葱のグラタン」の調理実習をと
おして調理技術の向上を図りました。また、午後からは、最近の食中毒の主な原
因となっているノロウィルスについての講義とビデオを見て、学校給食における
食中毒防止への対応について理解を深めました。�
�

　洲本市農業祭が城戸アグリ公園で、９月１９日開
催されました。淡路ビーフの焼肉や牛乳、園芸用堆
肥が無料配布されました。また、和牛、乳牛の共進
会やさまざまな案山子の展示なども行われ、およそ
４，０００人が訪れました。�

おいしく安全な給食を�

メー�
トル�

メー�
トル�

　選挙管理委員会では、選挙人名簿の中から検察審査会の審査
員候補者を選定するため、くじで選ばれて候補者の予定者とな
った人に職業などの調査をさせていただいております。�
　１０月下旬に郵便によりお問い合わせいたしますので、調査
にご協力をお願いします。�
　詳しくは、洲本市選挙管理委員会（　２２・１３１４）か、
洲本検察審査会（　２２・３０２４）へ。�

▼
�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
治
療
の
た
め
の
薬
で
身
体
に

害
が
出
て
く
る
の
を
副
作
用
と

い
い
ま
す
。
発
疹
が
ポ
ツ
ン
と

出
た
と
か
、
ち
ょ
っ
と
痒
い
な

ど
軽
い
も
の
か
ら
致
命
的
な
も

の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

今
回
は
泌
尿
器
科
に
お
け
る
日

常
の
外
来
診
療
で
見
か
け
る
薬

の
副
作
用
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。�

　
ま
ず
一
番
多
い
の
は
前
立
腺

肥
大
症
な
ど
、
お
し
っ
こ
が
出

に
く
い
人
が
感
冒
薬
を
服
用
し

て
、
さ
ら
に
出
に
く
く
な
り
、

時
に
尿
が
完
全
に
止
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
咳
止

め
、
鼻
み
ず
を
抑
え
る
薬
が
排

尿
を
止
め
て
し
ま
い
、
ま
た
便

秘
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

冬
の
寒
い
時
期
、
年
配
の
人
、

特
に
男
性
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
入

る
と
な
お
さ
ら
良
く
あ
り
ま
せ

ん
。
『
か
ぜ
』
の
特
効
薬
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
感
冒
薬

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、

精
神
安
定
剤
、
睡
眠
薬
が
原
因

の
排
尿
障
害
も
多
く
見
か
け
ま

す
。
睡
眠
薬
は
本
当
に
必
要
な

と
き
に
服
用
し
、
だ
ら
だ
ら
と

長
期
間
の
使
用
は
避
け
た
い
も

の
で
す
。�

　
次
い
で
気
を
つ
け
た
い
の
は

解
熱
鎮
痛
剤
が
原
因
の
出
血
傾

向
、
そ
の
結
果
精
液
に
血
液
が

混
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
癌
な
ど
心
配
し
て
来
院
さ

れ
ま
す
が
、
ほ
ん
の
身
近
に
原

因
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
種
の
抗
ア
レ
ル
ギ

ー
剤
で
血
尿
あ
る
い
は
難
治
性

の
出
血
性
膀
胱
炎
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
泌
尿
器

科
領
域
に
お
け
る
副
作
用
の
ご

く
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

で
は
副
作
用
を
防
止
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
自
身
で
服
用
し
て

い
る
薬
の
品
名
を
記
録
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
常
に

自
分
の
身
体
の
調
子
を
よ
く
観

察
し
、
ほ
ん
の
些
細
な
身
体
に

現
れ
る
反
応
に
注
意
し
て
い
た

だ
き
、
疑
問
点
が
あ
れ
ば
主
治

医
や
薬
剤
師
に
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
も
詳
し
い
情
報
が
得
ら

れ
ま
す
。�

募

集

�
薬

の

副

作

用

�

�������◆
応
募
資
格
　
▽
市
内
に
在
勤
、
�

　
在
住
の
勤
労
者
　
▽
前
記
い

　
ず
れ
か
の
配
偶
者
（
自
営
、

　
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

　
む
）
�

◆
応
募
作
品
　
▽
平
面
　
七
百

　
五
十
　
　
×
七
百
五
十
　
　
、

　
S
二
十
号
ま
で
（
額
装
含
む
）

　
▽
立
体
オ
ブ
ジ
ェ
台
を
使
用

　
す
る
場
合
底
辺
　
三
百
　
　

　
×
三
百
　
　
、
床
面
を
使
用

　
す
る
場
合
　
八
百
　
　
×
八

　
百
　
　
×
八
百
　
　
以
内
、

　
一
人
一
点
ま
で
�

◆
締
切
り
　
十
一
月
五
日
（金）
、

　
午
後
五
時
ま
で
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
民
工
房
（
　
２
２
・
３
３
２

２
）
へ
。
�

���　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
は
個

人
の
庭
を
一
定
期
間
、
一
般
の

人
に
公
開
す
る
と
い
う
活
動
で

す
。
「
第
四
回
あ
わ
じ
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
」
で
公
開
し
て
い

た
だ
け
る
庭
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
�

◆
と
　
き
　
平
成
十
七
年
五
月

　
十
四
日
（土）
、
十
五
日
（日）
（
南

　
淡
路
地
区
）
、
午
前
十
時
〜

　
午
後
四
時
�

◆
締
切
り
　
十
一
月
三
十
日
（火）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実

行
委
員
会
事
務
局
担
当
賀
集
（
　

０
９
０
・
８
９
８
４
・
７
０
２

４
）
へ
。
�

����　
洲
本
市
果
樹
協
会
で
は
、
今

年
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

宇
原
・
物
部
の
農
園
で
「
み
か

ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。
消
費
者
と
生
産
者
の

交
流
を
深
め
る
の
が
目
的
で
、

申
し
込
み
で
き
る
の
は
一
家
族

に
つ
き
は
が
き
一
通
。
一
本
に

つ
き
オ
ー
ナ
ー
料
三
、
五
〇
〇

円
で
二
〇
　
以
上
の
収
穫
が
見

込
め
、
収
穫
ま
で
は
園
主
が
管

理
し
ま
す
。
�

◆
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
・

　
氏
名
・
電
話
番
号
と
「
み
か

　
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
希
望
」

　
と
書
い
て
、
〒
６
５
６
｜
８

　
６
８
６
　
洲
本
市
役
所
農
政

　
課
内
　
洲
本
市
果
樹
協
会
事

　
務
局
ま
で
。
�

◆
締
　
切
　
十
月
二
十
七
日
（水）
�

　
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。
）
�

▼
詳
し
く
は
、
同
事
務
局
（
市

役
所
産
業
振
興
部
農
政
課
内
　

２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
４
４
）

へ
。
�

�
勤
労
者
公
募
美
術
展
�

出
品
作
品
�

あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
�

参
加
ガ
ー
デ
ナ
ー
�
新

鮮

な

も

ぎ

た

て

�

み
か
ん
は
い
か
が
？
�

み
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
�

松島医院�

松島　進  医師�

ミ
�
　
リ
�メ
ー
�

ト
ル
�

ミ
�
　
リ
�メ
ー
�

ト
ル
�

ミ
�
　
リ
�メ
ー
�

ト
ル
�ミ
�
　
リ
�メ
ー
�

ト
ル
�

ミ
�
　
リ
�メ
ー
�

ト
ル
�

ミ
�
　
リ
�メ
ー
�

ト
ル
�

ミ
�
　
リ
�メ
ー
�

ト
ル
�

ミ
�
　
リ
�メ
ー
�

ト
ル
�

キ
�
　
ロ
�
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�����　
県
で
は
障
害
の
あ
る
人
が
地

理
の
不
案
内
や
電
車
・
バ
ス
の

乗
り
降
り
な
ど
で
困
っ
て
い
る

と
き
に
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
声

を
か
け
、
手
助
け
を
す
る
「
障

害
の
あ
る
方
へ
の
声
か
け
運
動
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

を
広
げ
る
た
め
、
地
域
で
運
動

を
実
践
・
普
及
す
る
推
進
員
�

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
�

◆
主
な
活
動
　
▽
声
か
け
の
率

　
先
　
▽
声
か
け
運
動
の
輪
を

　
広
げ
る
　
▽
地
域
の
声
を
行

　
政
に
伝
え
る
�

◆
募
集
対
象
　
活
動
の
趣
旨
に

　
賛
同
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
中
学

　
生
以
上
の
人
�

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
「
障

害
の
あ
る
方
へ
の
声
か
け
運
動
」

事
務
局
（
兵
庫
県
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
内
）
（
　
０
７
８
・

２
４
２
・
４
６
２
０
）
へ
。
�

����◆
募
集
人
数
　
四
十
人
（
推
薦

　
入
学
試
験
十
五
人
程
度
・
一

　
般
入
学
前
期
二
十
人
程
度
・

　
後
期
五
人
程
度
）
�

◆
教
育
期
間
　
二
年
（
全
寮
制
）
�

◆
受
験
資
格
　
１
推
薦
入
学
　

　
高
校
卒
業
見
込
み
で
県
内
に

　
農
業
経
営
基
盤
が
あ
る
者
。

　
２
一
般
入
学
前
期
・
３
一
般

　
入
学
後
期
　
高
校
卒
業
と
同

　
等
の
学
力
を
有
し
二
十
五
歳

　
未
満
の
者
。
�

◆
出
願
期
間
　
１
十
一
月
一
日

　
〜
十
一
月
十
五
日
、
２
十
一

　
月
二
十
二
日
〜
十
二
月
十
日
、

　
３
二
月
十
四
日
〜
二
月
二
十

　
四
日
�

◆
入
学
試
験
　
１
十
一
月
二
十

　
六
日
、
２
十
二
月
二
十
一
日
、

　
３
三
月
二
日
�

◆
合
格
発
表
日
　
１
十
一
月
二

　
十
九
日
、
２
十
二
月
二
十
二
日
、

　
３
三
月
三
日
�

◆
試
験
科
目
　
1
筆
記
試
験
（
小

　
論
文
）
・
面
接
、
2
３
国
語
�

　
（
古
文
・
漢
文
は
除
く
）
数

　
学
I
・
面
接
�

▼
詳
し
く
は
、
県
立
農
業
大
学

校
教
務
課
（
　
０
７
９
０
・
４
�

７
・
１
５
５
１
）
へ
。
�

��������　
国
際
会
議
場
で
は
、
開
業
五

周
年
を
記
念
し
会
議
室
を
無
料

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
�

◆
募
集
団
体
 

島
内
の
非
営
利

　
団
体
、
応
募
は
一
団
体
一
案
 
�

　
件
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
。
�

◆
利
用
期
間
　
平
成
十
七
年
二

　
月
〜
三
月
、
利
用
は
一
日
単

　
位
�

◆
会
議
室
　
百
人
規
模
ま
で
の

　
会
議
室
�

※
実
費
（
看
板
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
、

駐
車
場
料
金
な
ど
）
は
、
別
途

い
た
だ
き
ま
す
。
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議
場
誘
致

企
画
課
（
　
０
７
９
９
・
７
４
・

１
０
２
０
）
へ
。
�

淡
路
夢
舞
台
開
業
五
周
年
�

記

念

事

業

�

国

際

会

議

場

の

�

「
あ
り
が
と
う
月
間
」
�

会
議
室
を
無
料
で
�

利
用
で
き
ま
す
�

平
成
十
七
年
度
�

県
立
農
業
大
学
校
学
生
�

障
害
の
あ
る
方
へ
の
�

“声
か
け
運
動
”
推
進
員
�

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
�

母：恵子さん（下内膳）�

田辺　光来 ちゃん（平成１５年７月２０日生まれ）�
いつも元気いっぱいの光来ちゃん。�
笑顔のかわいい　やさしい女の子になってね。�

今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�
10月28日（木）（第4木曜日）�

午前7時～正午�

わが家の　ホ ー プ�

　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（　２２・３

３２１内線３４３）へ。�

▼
�

今月の納期今月の納期�今月の納期今月の納期�今月の納期�
◆市民税県民税（普通徴収）　　　　　　第３期�
◆国民健康保険税　　　　　　　　　　第３期�
◆介護保険料（普通徴収）　　　　　　　第３期�
◆納期限　　　　　　　　１１月　１日（月）�

納税は便利、安全、確実な口座振替で�
市役所総務部税務課�

○家のまわりに燃えやすいものを置かない。�

○寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。�

○天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。�

○風の強いときは、たき火をしない。�

○子どもには、マッチやライターで遊ばせない。�

○電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。�

○ストーブには、燃えやすいものを近づけない。�

淡路広域消防事務組合�

火の用心　７つのポイント�火の用心　７つのポイント�火の用心　７つのポイント�

私たちの街は私たちの手で美しく�
１１月１４日（日）は全島一斉清掃の日�

　（１１月の第２日曜日）�

みらい�



◆と　き　１１月７日（日）、午前１０時～午後３時�
◆募集数　３０店舗（一店舗２．５　×２．５　）�
◆申込期限　１０月２９日（金）�
　出店費用は無料。�
　保健所の許可が必要な食品などは販売できません。�
　申し込みなど詳しくは、国立淡路青年の家（担当：西岡）
（　０７９９・５５・２６９５）へ。�

◆と　き　１０月２８日（木）、午後１時３０分～４時１５分�
◆ところ　クリスタルホール（神戸クリスタルタワー３階）�
　申し込みなど詳しくは、（財）２１世紀ヒューマンケア研
究機構家庭問題研究所（　０７８・２６２・５５７９）へ。�

����　
一
定
面
積
の
土
地
取
引
を
し

た
場
合
、
権
利
取
得
者
は
契
約

か
ら
二
週
間
以
内
に
市
を
経
由

し
て
兵
庫
県
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
別
の

取
引
面
積
は
小
さ
く
て
も
合
計

す
る
と
五
千
平
方
　
以
上
と
な

る
場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
出
制
度
）
�

◆
届
出
が
必
要
な
面
積
　
都
市

　
計
画
区
域
（
洲
本
市
全
域
）

　
五
千
平
方
　
以
上
�

▼
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し
く
は
、

県
土
地
対
策
室
（
　
０
７
８
・

３
４
１
・
７
７
１
１
）
か
、
市

役
所
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課

（
　
２
２
・
３
３
２
１
内
線
２

３
７
）
へ
。
�

����　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
て
、
住
宅
の
耐
震
化

を
促
進
し
、
安
全
・
安
心
な
住

ま
い
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
住
宅
の
耐
震
改

修
の
計
画
づ
く
り
や
耐
震
改
修

工
事
を
実
施
さ
れ
る
人
に
対
し

て
、
そ
の
一
部
を
兵
庫
県
が
補

助
す
る
事
業
で
す
。
補
助
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

▽
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で

耐
震
診
断
の
結
果
、
安
全
性
が

低
い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
の
所

有
者
が
所
定
の
手
続
き
を
完
了

す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大
で
五

十
万
円
ま
で
の
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
工
法
や
丸
太
組
工
法
は

対
象
外
で
す
。
�

　
ま
た
、
淡
路
地
域
で
は
、
地

震
に
備
え
、
住
ま
い
の
耐
震
改

修
を
考
え
る
皆
さ
ん
の
手
助
け

し
よ
う
と
、
建
築
の
専
門
家
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
『
淡

路
住
ま
い
の
安
全
応
援
団
【
（社）

兵
庫
県
建
設
業
協
会
、
（社）
兵
庫

県
建
築
事
務
所
協
会
、
（社）
兵
庫

県
建
築
士
会
の
各
淡
路
支
部
の

会
員
有
志
に
よ
る
】
』
が
結
成

さ
れ
、
住
ま
い
の
耐
震
に
つ
い

て
無
料
で
簡
易
な
診
断
・
相
談

を
行
い
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
、
市
役
所
都
市
整
備

部
都
市
計
画
課
（
　
２
２
・
３

３
２
１
内
線
３
６
３
、
２
３
５
）

か
、
淡
路
県
民
局
建
築
課
（
　

２
６
・
３
２
４
６
、
２
６
・
３

２
４
７
）
へ
。
�

����　
旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を

受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の

人
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
人
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。
�

　
請
求
書
類
は
、
洲
本
市
健
康

福
祉
館
内
介
護
福
祉
課
の
窓
口

に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
�

▼
資
格
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
ま
で
（
　
０
１
２
０
�

・
２
３
４
・
９
３
３
、H

P

　

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

）
へ
。
�

������　
里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま

れ
な
い
児
童
を
、
個
人
の
家
庭

に
あ
ず
け
て
、
そ
の
暖
か
い
愛

情
と
家
庭
的
環
境
と
の
中
で
、

養
育
す
る
制
度
で
す
。
里
親
に

な
る
に
は
、
定
め
ら
れ
た
書
類

に
よ
り
申
込
み
、
審
査
の
上
適

当
と
認
め
ら
れ
れ
ば
「
里
親
登

録
」
さ
れ
ま
す
。
�

　
児
童
と
の
出
会
い
は
、
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
が
児
童
の
年
齢
や

適
性
、
里
親
の
家
庭
状
況
や
希

望
条
件
な
ど
を
考
慮
し
、
児
童

を
里
親
に
紹
介
し
ま
す
。
養
育

費
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
か
ら
毎
月
里
親
に
送
ら
れ

ま
す
。
�

▼
里
親
の
申
込
み
手
続
き
な
ど

詳
し
く
は
、
兵
庫
県
中
央
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
洲
本
分
室
（
　
２

６
・
２
０
７
５
）
か
、
洲
本
市

健
康
福
祉
館
内
福
祉
課
（
　
２

２
・
３
３
３
２
）
へ
。
�

��　
中
小
企
業
の
よ
い
相
談
相
手

と
し
て
専
門
相
談
員
が
金
融
・

税
務
・
労
務
・
法
律
な
ど
の
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
商
工
会
議
所

　
中
小
企
業
相
談
所
�

金
融
相
談
�

◆
と
　
き
　
十
一
月
十
一
日
（木）
、

　
午
前
十
時
〜
三
時
�

◆
相
談
員
　
国
民
生
活
金
融
公

　
庫
明
石
支
店
融
資
課
�

法
律
相
談
�

◆
と
　
き
　
十
月
十
九
日
（火）
、

　
十
二
月
二
十
一
日
（火）
、
平
成

　
十
七
年
二
月
十
五
日
（火）
、
午

　
後
一
時
〜
六
時
�

◆
相
談
員
　
大
阪
弁
護
士
会
所

　
属
弁
護
士
�

税
務
相
談
（
主
に
改
正
消
費
税
）
�

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
日
（水）
、

　
十
一
月
四
日
（木）
、
十
一
月
十

　
九
日
（金）
、
十
二
月
十
四
日
（火）
、

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
�

◆
相
談
員
　
税
理
士
　
赤
坂
冨

　
貴
子
�

▼
相
談
の
申
し
込
み
な
ど
詳
し

く
は
、
洲
本
商
工
会
議
所
中
小

企
業
相
談
所
（
　
２
２
・
２
５

７
１
）
へ
。
�

１６�

情報広場�

無

料

相

談

�

土
地
取
引
の
届
出
を
�

お
忘
れ
な
く
！
�

『
わ
が
家
の
耐
震
�

改
修
促
進
事
業
』
に
つ
い
て

�
恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
�

皆
　
さ
　
ん
　
へ
�

兵
庫
県
で
は
、
�

今
、
里
親
を
�

求
め
て
い
ま
す
�

▼
�

▼
�

▼
�

◆と　き　１１月６日（土）、午後６時～午後９時（前夜祭）、
　　　　　７日（日）、午前９時～午後３時�
◆ところ　国立淡路青年の家（南淡町）（入場無料）�
◆内　容　　６日　郷土芸能等発表会　　７日書道絵画展示、
　　　　　竹・わら細工、もちつき、スポーツ・ゲームなど�
※大浴場無料開放　温泉の湯を用意します。石鹸・シャンプ
ー有り。タオルはご持参下さい。�

◆と　き　１０月２４日（日）、午前９時～午後３時３０分
　　　　　小雨決行（中止の場合は、１０月３１日に延期）�
◆ところ　市民広場、三熊山�
◆内　容　ウォーキングトレイル体験ラリー、フリーマーケ
　　　　　ット、紙飛行機飛ばし大会、鰻レースなど�
　詳しくは、洲本商工会議所青年部事務局（　２２・２５７
１）へ。�
�

フリーマーケット出店者募集フリーマーケット出店者募集�フリーマーケット出店者募集フリーマーケット出店者募集�フリーマーケット出店者募集�

２００４年家族フォーラム�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

メー�
トル
�

メー�
トル
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�



　農業や園芸用に使う肥料を生産し譲渡（有償、無

償を問いません）するためには“肥料取締法”に基

づき登録か届け出することが義

務づけられています。�

　届け出など詳しくは、洲本農

林水産振興事務所（　２６・２

０９７）へ。�

１７�

２７０�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
�

　
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
は
淡
い
ダ

イ
ダ
イ
色
で
、
シ
オ
カ
ラ
ト
ン

ボ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
す
。
五
月

下
旬
頃
か
ら
十
月
頃
ま
で
見
ら

れ
ま
す
が
、
七
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
特
に
多
く
な
り
ま
す
。
�

　
こ
の
ト
ン
ボ
は
日
本
全
土
に

見
ら
れ
、
幼
虫
は
池
や
水
田
、

溝
川
な
ど
か
ら
公
園
の
水
た
ま

り
な
ど
で
も
生
息
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
夏
の
間
は
成
長
が

早
く
、
一
か
月
ほ
ど
で
卵
か
ら

成
虫
に
な
り
ま
す
。
�

　
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
は
寒
さ
に

弱
く
、
日
本
で
は
冬
を
越
す
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
毎
年

南
方
か
ら
海
を
渡
っ
て
来
る
の

で
す
が
、
時
速
約
二
十
　
　
で

長
時
間
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

順
風
に
乗
れ
ば
、
も
っ
と
早
く

飛
べ
る
は
ず
で
す
。
太
平
洋
を

は
じ
め
各
地
の
海
上
で
、
こ
の

ト
ン
ボ
が
北
の
方
へ
飛
ぶ
の
が

目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

����◆
と
　
き
　
十
月
三
十
日
（土）
、

　
三
十
一
日
（日）
、
午
前
十
時
〜

　
午
後
四
時
ま
で
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
景
観
園
芸
学

　
校
キ
ャ
ン
パ
ス
�

◆
内
　
容
　
ギ
ョ
ウ
ザ
、
ラ
ー

　
メ
ン
、
カ
レ
ー
な
ど
の
飲
食

　
物
・
ア
ロ
マ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

　
苔
玉
、
ド
ラ
イ
ア
レ
ン
ジ
メ

　
ン
ト
な
ど
の
販
売
、
淡
路
写

　
真
館
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

　
ン
ス
な
ど
�

▼
詳
し
く
は
、
A
L
P
H
A
祭

実
行
委
員
会
（
　
０
７
９
９
・

８
２
・
３
１
３
１
）
へ
。
�

�������　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
患
者

さ
ん
が
安
心
し
て
輸
血
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
高
感
度
検
査
法

の
導
入
や
、
問
診
強
化
な
ど
を

図
り
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染

を
防
ぐ
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、

一
部
に
は
、
氏
名
な
ど
を
偽
っ

て
献
血
す
る
人
や
、
ご
自
身
が

感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
た
め
に
、
献
血
さ
れ

る
人
が
い
ま
す
。
輸
血
用
血
液

の
安
全
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
た
め
、
十
月
一
日
か
ら
献
血

者
の
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
�

　
初
め
て
献
血
す
る
人
や
過
去

献
血
し
た
人
で
も
本
人
の
証
明

す
る
証
を
提
示
し
て
い
た
だ
い

て
い
な
い
人
は
、
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
・
各
種
年
金
手

帳
・
健
康
保
険
証
・
各
種
福
祉

手
帳
・
公
共
機
関
が
発
行
し
た

証
明
書
・
作
成
時
に
本
人
確
認

が
な
さ
れ
て
い
る
証
明
書
な
ど
、

ご
自
身
を
証
明
で
き
る
も
の
を

提
示
く
だ
さ
い
。
本
人
で
あ
る

こ
と
を
示
す
こ
と
（
本
人
確
認
）

に
よ
っ
て
「
自
ら
提
供
す
る
血

液
は
安
全
で
あ
る
」
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
献
血
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
�

日
本
赤
十
字
社
�

�◆
十
月
二
十
日
（水）�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半�

 

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館�

◆
十
一
月
九
日
（火）�

▽
午
前
九
時
半
〜
十
時
半�

 

　
ク
ラ
ヤ
三
星
堂
淡
路
支
店�

▽
午
前
十
一
時
十
五
分
〜
正
午�

 

　
洲
本
家
畜
保
健
衛
生
所�

▽
午
後
一
時
四
十
分
〜
三
時
四

　
十
分
時�

 

　
洲
本
市
役
所�

◆
十
二
月
十
五
日
（水）�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半�

 

洲
本
市
健
康
福
祉
館�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。�

�
わ
ー
和
み
の
環
ー
�

A
L
P
H
A
祭
２００４
�

献
血
時
の
「
本
人
確
認
」
に
�

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
�

羽を休めるウスバキトンボ�

◆この最低賃金は、兵庫県内の事業場で使用される、
　パート、アルバイトなどを含めたすべての労働者に
　適用されます。なお、産業別最低賃金は改定審議中
　です。�
　 詳しくは、兵庫労働局労働基準部賃金課（　０７８・
３６７・９１５４）か、淡路労働基準監督署（　２２・
２５９１）へ。�

▼
�

▼
�

１１月１日から　道路交通法の一部が改正されます�１１月１日から　道路交通法の一部が改正されます�１１月１日から　道路交通法の一部が改正されます�１１月１日から　道路交通法の一部が改正されます�

　走行中の携帯電話などの使用に対して、規制が強化されます。�

　酒気帯びの呼気検査拒否、罰則が強化され３０万以下の罰金

　が科せられます。�

　集団暴走行為は、被害者の有無にかかわらず、罰則が適用さ

　れます。�

　騒音運転などに対する罰則と反則金が新設されます。�

　消音器不備車両の運転に対する罰則が強化され�

　５万円以下の　罰金が科せられます。�

洲本警察署�

献
血
日
程�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

平成１６年９月３０日より�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

女性に対する暴力をなくす運動女性に対する暴力をなくす運動�女性に対する暴力をなくす運動女性に対する暴力をなくす運動�女性に対する暴力をなくす運動�

１１月２５日は「女性に対する暴力撤廃国際日」�



洲本市民工房・ギャラリー�
◆写真部ゲンゾー写真展０１�
　１０月２２日（金）～２４日（日）�

　午前１０時～午後７時（初日は午�

　後１時より、最終日は午後５時まで）�

　主催　写真部ゲンゾー�
◆絵手紙　習字　作品展�
　１１月３日（水）�

　午前１０時～午後５時�

◆勤労者公募美術展２００４�
　１１月２６日（金）～１２月１２（日）�
　午前１０時～午後７時�
　主催　洲本市�
市民講座受講生募集�
篆刻講座�
　◆とき　第１・３水曜日、午後２時３０分
　　～４時３０分（１０月２０日スタート、

　　全１０回）�

　◆受講料　１０，０００円�
　　　　　　（材料費別）�

　◆定員　若干名�
　◆講師　南岳　杲　先生�

１８�

市民交流センター　�市民交流センター　�市民交流センター　�
ところ　洲本市宇原１７８８－１�
T E L .　２４・４４５０（ケーブル可）�
F A X .  ２４・４４５２�

　10月27日（水）から11月9日（火）
の２週間は「読書週間」であり、本を
読むのには最適な季節です。この機会
にぜひ図書館をご利用ください。�
�

《 新着本紹介 》�

｢平安朝女の生き方｣�

服藤早苗／著　小学館�

｢ファーブル博物記　３｣�

ファーブル／著　岩波書店�

｢ストレスをなくす心呼吸｣�

高田明和／著 リヨン社�

｢虫嫌いの田舎暮らし｣�

今関知良／著 家の光協会�

｢宙(そら)，新宿少年探偵団｣�

太田忠司／著 講談社�

《 行事のお知らせ 》�

「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�

１１月３日(水) 午前１１時から�

「おはなし会」　（３～６歳児対象）�

１１月１３日(土) 午後２時から�

「もっとおはなし会」（小学生対象）�

１１月１３日(土) 午後２時３０分から�

「おりがみ教室」�

１１月６日(土) 午後２時から�

「つくってあそぼう！」�

１１月２１日（日）午後２時から�

※「おりがみ教室」「つくってあそぼ

う！」は定員４０人。参加申込は前日

まで。�

�

◆と　き　１１月１９日（金）～２１日（日）、午前９時～午後６時　

　　　　（最終日は午後４時まで）�

◆内　容　俳句、生け花、水墨画、書道、セントポーリア、洋画、籐　

　　　　手芸、陶芸、日本画、ちぎり絵、パッチワーク、ファンタ　　

　　　ジック水　彩画、シャドーボックス、おし花、ガーデニング�

�

◆と　き　１１月２１日（日）、午前１０時～午後２時�

◆内　容　シャドーボックス、フラワーアレンジ、籐手芸�

　詳しくは、市民交流センターへ。�▼
�



すくすく子育て相談　要予約�
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。�
�
　     乳児期　　　　　幼児期�
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）�
 �１０月１５日（金）　１０月８日（金）�
 午前９時３０分～ 　午前１０時～�
�
歯科保健相談 �
　◆とき　毎月第４水曜日�
　◆受付　午後１時～１時３０分。
　　フッ素塗布を同時に行います（予
　　約が必要、料金１，４８０円）。�
�
成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）�
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時  （栄養相談は第１
　　月曜日）�
�

成人健康相談�
◆とき　毎月第１～４金曜日、�
◆受付　午後１時～１時３０分�
心の相談  要予約�
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。�
◆とき　毎月第２火曜日、奇数月第
３火曜日、午後１時３０分～�
栄養表示基準制度相談  要予約�
◆とき　毎月第１、３月曜日、午前
１０時～正午�
栄養専門相談  要予約�
◆とき　毎月１・３月曜日午後１時～
５時�
胃がん検診 �
◆とき１１月 ４日（木）、午前９時～
申込・市 保健センターへ�
２時間人間ドック  �
◆とき　火、水、木曜日で保健所が
指定する日、午前９時～�
＊料金１４，９９０円、申込・洲本
　健康福祉事務所（保健所）へ�
＊洲本市民で国民健康保険に加入し
３０歳以上の人に８，０００円、社
会保険などの加入者で４０歳以上の
人に５，０００円の助成があります。
（ただし１年度１回限り）�
　助成について条件などがあります
ので、国保の人は、市民課国保年金
係へお問い合わせください。�
（1２２・３３２１内線２５５）�

１９�

マタニティメイト（対象・妊婦）　�
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！�
「いのちって何だ」 �
　◆とき　毎月第１～第４月曜日�
　◆受付　午前９時３０分～�
　◆内容　母子健康手帳の交付�
「お母さんは元気」  �
　◆とき　１０月２７日（水）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診�
「赤ちゃん大好き」  �
　◆とき　１１月９日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方�
「こんにちは赤ちゃん」　要予約�
　◆とき　１２月７日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　沐浴の練習�
「おっぱいで育てたい」�
　◆とき　１０月１９日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊婦体操�
�

１０月、１１月の乳幼児健康診査・
相談を次のとおり行います。対象者
には問診票などを送付しますので、
母子手帳を持参し受診してください。�
◆受　付　　乳児、１０か月、１歳
６か月健康診査、２歳児健康相談　 
午後１時～１時１５分�
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時�
　７か月児相談　午前９時４５分～１０時�

１０月２１日（木）�

１０月２２日（金）�

１０月２７日（水）�

１０月２８日（木）�

１１月４日（木）�

１１月１１日（木）�

１１月１８日（木）�
�
１１月１９日（金）�
（第３金曜日）�

１１月２４日（水）�

１１月２５日（木）�

�

�

乳児健康診査（H１６年６月生）�

１歳６か月児健康診査（H１５年３月生）�

７か月児健康相談（H１６年３月生）�

２歳児健康相談（H１４年１０月生）�

１０か月児健康診査（H１５年１２月生）�

３歳児健康診査（H１３年８月生）�

乳幼児健康診査（H１６年７月生）�

１歳６か月児健康診査（H１５年４月生）�

７か月児健康相談（H１６年４月生）�

２歳児健康相談（H１４年１１月生）�

�

法律相談  弁護士による相談。�
◆と　き　１１月４日（木）、１１月
　１７日（水）�
◆受　付　市役所市民相談係で電話に
　よる予約受付けをしています。（1
　２２・３３２１内線３４５、３４６）�
◆ところ　総合福祉会館�
行政相談  �
◆と　き　１１月１０日（水）、午後
　１時１５分～�
◆受　付　午後１時１５分～２時３０
　　　　　分�
◆ところ　総合福祉会館�
社会保険相談  �
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０
　時～午後３時�
◆ところ　市民会館�
心配ごと相談（1２６・００２２）�
◆と　き　毎月２日、１２日、２２日、
　２７日（日曜、祝日の場合は翌日）
　午後１時～４時�
◆ところ　総合福祉会館で。�
＊電話での相談にも応じています。�

人権相談（1２２・０４９７）�
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午
　後４時�
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局
人権相談室�
家庭児童相談（1２２・３３３２）�
 ０～１８歳までの子供の相談。�
◆と　き　毎週月・火・木、午前８
　時３０分～午後５時１５分�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
青少年相談（1２２・４５４７）�
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時�
◆ところ　青少年センター�
母子家庭相談（1２２・３３３２）�
◆と　き　毎週金曜日午前１０時３
　０分～午後５時�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
高齢者相談（フリーダイヤル０１２
　０・３６・７８３０） �
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時３０分�
◆ところ　淡路県民局�
�

　
秋
の
夜
長
に
ふ
と
、
考

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
広

報
紙
に
は
、
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
は
ダ
メ
よ
、
と
か
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
な

ど
、
立
派
な
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
と
書
い
て
き
ま
し
た
。

自
分
で
取
り
上
げ
な
が
ら
、

自
分
は
実
践
で
き
て
い
る

の
だ
ろ
か
？
こ
れ
が
も
し
、

全
部
実
践
で
き
て
い
れ
ば
、

私
は
ず
い
ぶ
ん
立
派
な
人

に
な
る
だ
ろ
う
な
と
。
（
つ

ま
り
実
践
で
き
て
い
な
い

と
言
う
事
）
◆
そ
ん
な
時
、

「
知
行
合
一
」
と
い
う
言

葉
を
、
最
近
知
り
ま
し
て
、

な
る
ほ
ど
な
と
反
省
し
て

い
る
次
第
で
す
。
せ
め
て

今
日
か
ら
は
、
今
月
号
の

特
集
記
事
の
よ
う
に
ご
み

減
量
化
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
◆

ま
た
、
台
風
が
発
生
し
て

い
ま
す
（
十
月
五
日
現
在
）
。

本
当
に
今
年
は
台
風
の
当

た
り
年
で
、
も
う
台
風
は

う
ん
ざ
り
。
こ
れ
ま
で
被

害
に
遭
わ
れ
た
人
に
は
、

お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
こ
の
台
風
が
日
本
に

上
陸
す
る
こ
と
な
く
、
秋

の
き
れ
い
な
星
空
が
眺
め

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。�

（
Ｔ
）�

（保健所）�（保健所）�（保健所）�
TEL.22-3541

▼
�

◆とき　１１月　２日（火）、�
　午後１時３０分～３時�



市内の各小中学校などで
運動会が開催されました。�
　児童・生徒たちは、リ
レーや綱引きなどの競争
競技やダンスなどを一生
懸命行いました。�


